
●受入の条件等

●受入所属

No. 部局名 実 習 分 野
事務・技術

の別
受 入 所 属 所 在 地

受 入
日 数

受入可
能人数

個 別 受 入 条 件

1 総務部 広報・広聴 事務 広報課、県民広聴室 福島市杉妻町（県庁本庁舎） R7.8.18 ～ R7.9.5 7 2
・土日勤務の可能性あり
・2名同時受入れ

2 総務部 税務 事務 税務課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） R7.7.3 ～ R7.7.16 2 1 －

3 総務部
福島県報の
編集

事務 文書法務課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3 2
・各回1名×２回
・1回3日間
・お盆期間は除く

4 総務部
公共施設の
維持管理等

技術 施設管理課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月 2 1 建築・電気・機械を専攻する大学生等

5 総務部 市町村支援 事務 市町村行政課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月 ～ 9月 5 1 －

6 総務部

地域連携、
地域づく
り・商工労
政ほか

事務 県北地方振興局 福島市杉妻町（県庁北庁舎） 8月下旬 ～ 9月中旬 4 8
・同一期間で1回4名
・1回当たり2日間

7 総務部
地方振興局
の主要業務

事務 県中地方振興局 郡山市麓山（郡山合同庁舎） 8月 ～ 9月 3 3 －

8 総務部
地方振興局
の主要業務

事務 県南地方振興局 白河市昭和町（白河合同庁舎） 8月下旬 ～ 9月 3 4 1回の受入れは2名まで

9 総務部
地方振興局
の主要業務

事務 会津地方振興局
会津若松市追手町（会津若松合同
庁舎）

7月下旬 ～ 9月 3 2 各回１名×2回

10 総務部
地方振興局
の主要業務

事務 南会津地方振興局
南会津郡南会津町田島（南会津合
同庁舎）

9月上旬 ～ 9月下旬 各3日以内 2 各回1名まで

11 総務部
地方振興局
の主要業務

事務 相双地方振興局
南相馬市原町区（南相馬合同庁
舎）

7月下旬 ～ 9月 3～4 3 －

12 総務部
地方振興局
の主要業務

技術 相双地方振興局
南相馬市原町区（南相馬合同庁
舎）

7月下旬 ～ 9月 3 1
・理学（化学系）
・大学生

13 総務部
地域づく
り・商工労
政

事務 いわき地方振興局 いわき市平（いわき合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3 4
・３日間程度
・各回２名まで

14 総務部
県外事務所
の主要業務

事務 東京事務所 東京都千代田区平河町 7月下旬 ～ 8月中旬 3日程度 2
・土日勤務の可能性あり
・各回1名×2回

実　習　内　容 受入可能時期

県政広報・広聴業務

県の税制に関する業務

福島県報に登載される規則、告示、公告等の原稿
編集作業等

連絡先・申込先
福島県総務部人事課　〒９６０－８６７０　福島県福島市杉妻町２－１６
電話：０２４－５２１－７０３３　E-mail：jinjika_jinjikakari_01@pref.fukushima.lg.jp　事務担当：飛田（ひだ）

・地方自治法、地方公務員法の解釈・運用
・町村職員の採用支援
・被災市町村の人的支援　等

県北地域の振興に関する業務（地域連携、市町村
支援、地域づくり、産業振興、観光振興等）のほ
か、振興局各部の業務（県税部、県民環境部）

県中地方振興局における地域づくり、県税、出納
及び環境保全等に関する業務

県南地域の振興に関する各種業務（地域づくり、
市町村支援、自然公園、鳥獣保護等）

会津地域における市町村支援、地域づくり・商工
労政、環境保全・自然保護、県税等に関する業務

南会津地域における市町村支援、地域づくり、観
光振興、県税、生活交通、環境保全、自然保護等
に関する業務

相双地域における市町村支援、地域づくり、商工
労政、有害鳥獣対策、県税、出納審査に関する業
務

相双地域における公害の監視・指導、産業廃棄物
の適正処理、不法投棄対策等に関する業務

いわき地域における地域づくり及び商工労政に関
する業務

首都圏における観光・物産等ＰＲ、情報発信に関
する業務

県庁舎等の維持管理・整備に関する業務

受入期間

受入の調整

賃金・通勤手当の支給の有無 無し（大学または個人で傷害保険及び賠償責任保険に加入してください。）

県での面接はありませんが、受入人数に制限があるため、本県職員への採用希望、申込者の動機等を考慮した上で受け入れます。

原則として７月下旬～９月までの２週間以内
※期間については、調整の上決定されます。なお、８月中旬（お盆期間）は避けてください。

③専修学校

②高等専門学校

①大学

③全学年

②全学年

①全学年

【技術】

令和７年度　福島県インターンシップ実施計画

受入希望学年

③別途問い合わせ願います。

②本科４年生以上又は専攻科

①３年生以上

【事務】
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No. 部局名 実 習 分 野
事務・技術

の別
受 入 所 属 所 在 地

受 入
日 数

受入可
能人数

個 別 受 入 条 件実　習　内　容 受入可能時期

15 総務部 情報発信 事務 大阪事務所 大阪府大阪市梅田 8月下旬 ～ 9月下旬
5～7日程

度
1 土日勤務の可能性あり

16 総務部
農産物、物
産・観光Ｐ
Ｒ

事務 北海道事務所 北海道札幌市中央区 R7.7.22 ～ R7.7.26 5 1
・居住地との往復および実習期間中の宿泊
は実習生負担
・土曜日の勤務あり

17 危機管理部
防災・危機
管理

事務 危機管理課 福島市杉妻町（県庁北庁舎） 8月中旬 ～ 9月末 3 1 －

18 危機管理部 広報 事務 消防学校 福島市荒井 R7.8.18 ～ R7.9.12 3 1 ＰＣの操作に習熟していること

19 企画調整部

・企画調整
・総合計画
・復興施策
（イノベ構
想）

事務

企画調整総室（企画調整
課、復興・総合計画課、福
島イノベーション・コース
ト構想推進課）

福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月 ～ 9月中旬 3 12

・1クールを3日間とし、3クール（9日間）
を想定。
・1クール当たり4名を受入（計12名を受
入）。
・土日勤務の可能性あり

20 企画調整部 地域振興 事務 地域振興課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ R7.8.31 3 2 －

21 企画調整部 移住促進 事務 ふくしまぐらし推進課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ R7.8.31 3 2 －

22 企画調整部
再エネ・水
素・エネ政
策

事務 エネルギー課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月上旬 ～ 8月下旬 3 １～2 2人の場合、同時期での受入に限る。

23 企画調整部

デジタル変
革・ネット
ワークシス
テム分野

事務 デジタル変革課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月 ～ 9月 3 1 －

24 企画調整部 統計分野 事務 統計課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月下旬 ～ 9月上旬 3 1 －

25 企画調整部
避難地域復
興

事務 避難地域復興課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 9月上旬 5 2 １回あたりの受入人数は１名

26 企画調整部
避難地域復
興

事務 避難者支援課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 9月上旬 3 1 －

27 企画調整部
避難地域復
興

事務 生活拠点課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 9月下旬 3 1 －

28 企画調整部 文化振興 事務 文化振興課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 8月上旬 3 1 －

29 企画調整部 文化振興 事務 文化振興課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月下旬 ～ 9月上旬 3 1 －

30 企画調整部 生涯学習 事務 生涯学習課
福島市杉妻町（県庁本庁舎）
ただし、実習場所は双葉町となる
場合がある。

8月上旬 ～ 8月上旬 3 1
・3日間
・同時に受入可能な人数は1名まで
※8/7(木)行事あり

31 企画調整部 生涯学習 事務 生涯学習課
福島市杉妻町（県庁本庁舎）
ただし、実習場所は双葉町等にな
る場合がある。

9月下旬 ～ 9月下旬 3 1

・3日間
・土日勤務の場合あり
・同時に受入可能な人数は1名まで
※9/27(土)行事あり

32 企画調整部 スポーツ 事務 スポーツ課
福島市杉妻町（県庁本庁舎）
ただし、イベント対応は郡山市の
会場で行う。

8月上旬 ～ 8月中旬 3 1

・イベント対応がメインのため、土曜勤
務、早朝出発等が可能な方。
・8月8日、9日、12日の3日間（イベントは
8/9）

33 生活環境部 消費生活 事務 消費生活課 福島市中町（自治会館） 9月上旬 ～ 9月下旬 5 1 土日イベント補助の可能性あり

34 生活環境部
多文化共生
等

事務 国際課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 8月上旬 5 1
行事の実施状況により土日勤務の可能性あ
り

事務所(ショップ)やイベントにおける物販や観光
案内等を通じた福島県の各種情報や魅力の発信す
る業務

北海道における福島県産農産物、物産・観光のＰ
Ｒ

危機管理センター見学対応
イベント準備補助

消防学校の広報・ＰＲに関する業務

・企業・大学との連携及び復興推進全般に関する
業務
・総合計画・復興計画、地方創生・人口減少対
策、ＳＤＧｓ推進等に関すること
・福島イノベーション・コースト構想（F-REI含
む）に関すること

地域振興、地域活性化（地域密着型プロスポーツ
振興等）に関する業務

移住・定住の促進に関する業務

再生可能エネルギー、水素エネルギー及びエネル
ギー政策に関する業務

DX及びネットワークシステムに関する業務

統計に関する事務・広報等

避難地域の帰還、復興の支援及び促進、移住・定
住の促進に関する業務

避難者支援に係る会議の開催準備・運営業務及び
避難者への情報提供誌作成に係る補助業務

復興公営住宅に関する業務
（復興公営住宅の見学、交流会への参加　等）

（公財）文化振興財団、アート人材育成事業、大
ゴッホ展等の大規模行事、チャレンジふくしま県
民運動、ＮＰＯ法人等に関する業務において、打
合せへの同席や現地確認への同行等

（公財）文化振興財団、アート人材育成事業、大
ゴッホ展等の大規模行事、チャレンジふくしま県
民運動、ＮＰＯ法人等に関する業務において、打
合せへの同席や現地確認への同行等

ジャーナリストスクールにおける事務補助

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネット
ワーク会議に関する事務補助

デフリンピックカウントダウンイベントの運営補
助等

消費者教育・普及啓発業務（エシカル消費の情報
発信など）、消費者風評対策業務、消費生活セン
ター業務

多文化共生社会の推進、海外への情報発信に関す
る業務
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No. 部局名 実 習 分 野
事務・技術

の別
受 入 所 属 所 在 地

受 入
日 数

受入可
能人数

個 別 受 入 条 件実　習　内　容 受入可能時期

35 生活環境部
多文化共生
等

事務 国際課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 8月下旬 ～ 9月下旬 5 1
行事の実施状況により土日勤務の可能性あ
り

36 生活環境部 環境 技術 環境共生課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月下旬 5 1 5日以内

37 生活環境部 環境 事務 水・大気環境課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月下旬 5 4
・受入は各１名ずつ
・猪苗代町への出張有り

38 生活環境部
環境（公
害）

技術 水・大気環境課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 8月下旬 5 1
・５日以内可
・ＰＣ操作習熟者

39 生活環境部 環境 技術
環境創造センター
調査分析部

田村郡三春町深作 8月上旬 ～ 9月下旬 5 2

・５日程度
・同時に２名受入可能
・試料採取は主に第１、２週に行うので、
できればその期間の受入が望ましい。

40 生活環境部 環境 技術
環境創造センター
環境放射線センター

南相馬市原町区萱浜 7月下旬 ～ 9月下旬 5 1 理学系（化学・物理）学生

41 保健福祉部 高齢者福祉 事務 高齢福祉課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 8月下旬 ～ 9月上旬 2 1 －

42 保健福祉部
精神保健福
祉

事務 障がい福祉課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3 2
・お盆期間除く
・2名同時受入れ

43 保健福祉部
精神保健福
祉

技術 障がい福祉課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3 2
・お盆期間除く
・2名同時受入れ

44 保健福祉部
食品・生活
衛生行政

技術 食品生活衛生課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 8月 ～ 9月 2 3 食品衛生監視員資格取得予定者

45 保健福祉部 薬務行政 技術 薬務課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 8月 ～ 9月 3日程度 3 薬剤師資格取得予定者

46 保健福祉部 児童福祉 技術 中央児童相談所 福島市森合町 7月下旬 ～ 9月 3 2

・２名同時受け入れ
・福祉職又は心理判定員としての勤務を検
討している者（心理学、教育学、社会学を
専攻する学科、社会福祉学科等の大学生、
大学院生）

47 保健福祉部 児童福祉 技術 県中児童相談所 郡山市富田町 8月 ～ 9月 3 2

福祉職又は心理判定員としての勤務を検討
している者
（心理学・教育学・社会学を専修する学
科、社会福祉学科等の大学生、大学院生）

48 保健福祉部 児童福祉 技術 会津児童相談所 会津若松市一箕町 7月下旬 ～ 9月 3 1

福祉職又は心理判定員としての勤務を検討
している者（心理学、教育学、社会学、を
専修する学科、社会福祉学科等の大学生、
大学院生）

49 保健福祉部 児童福祉 技術 浜児童相談所 いわき市自由ヶ丘 7月下旬 ～ 8月末
3日程度
（以内）

1

福祉職又は心理判定員としての勤務を検討
している者（心理学・教育学・社会学を専
修する学科、社会福祉学科等の大学生、大
学院生）

50 保健福祉部 児童福祉 技術 福島学園 須賀川市森宿 9月 ～ 9月 3 1 －

51 商工労働部 商工業振興 事務 商工総務課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 8月下旬 ～ 9月上旬 3日以内 2 ・2名同時受入れ

52 商工労働部 雇用労政 事務 雇用労政課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 8月末 2 2

7/22,23,24(セミナー)、8月中(デジタルプ
ロモ)、7/29-30・8/5-6(ツアー)いずれか1
日の現地参加と県庁でのレポート作成の計2
日を想定しています。

53 商工労働部 産業振興 事務 次世代産業課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 8月中旬 ～ 8月下旬 3 1 ３日間

多文化共生社会の推進、海外への情報発信に関す
る業務

地球温暖化対策、環境保全等に関する業務

猪苗代湖の水環境及び公害関係の事務に関する業
務

環境放射能の調査

介護保険制度、在宅福祉、施設福祉に関する業務

心のケア、自殺対策、精神障がい者の地域移行に
関する業務

環境等測定調査結果の取りまとめ、データ確認等

心のケア、自殺対策、精神障がい者の地域移行に
関する業務

食品衛生、環境衛生及び水道の許認可・監視指導
に関する業務

薬事関係許認可、監視、啓発等業務

児童相談業務、心理判定業務

児童相談業務・心理判定業務

児童相談業務、心理判定業務

児童相談業務・心理判定業務

児童に関する支援業務

商工労働分野の企画業務

若者の県内定着・還流に関する業務（県内企業の
魅力づくりセミナー、デジタルプロモーション、
企業体験ツアー）

ロボット関連産業の振興に関する事務

環境放射能に係る試料採取・分析業務
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54 商工労働部 観光交流 事務 観光交流課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 8月下旬 5 1
・県産品との同時受入は不可。
・PCの操作に習熟していること。
・県内の地理が分かること。

55 商工労働部 県産品振興 事務 県産品振興戦略課 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 8月下旬 5 1
・観光との同時受入は不可。
・PCの操作に習熟していること。

56 商工労働部 職業訓練 技術
テクノアカデミー郡山
教務課経営企画担当

郡山市上野山 7月下旬 ～ 9月 5 1

・1週間（5日間）
・公共交通機関、私有車等で自力通勤でき
ること。
・パソコン操作（Word、Excel、メール送受
信）ができること。

57 商工労働部 人材育成 技術 テクノアカデミー会津 喜多方市塩川町御殿場 8月 ～ 9月 3
3名（各
科1名）

次のいずれかの科で受入れ
・観光プロデュース学科
・電気配管設備科
・自動車整備科

58 商工労働部 職業訓練 技術
テクノアカデミー浜
（職業能力開発短期大学
校・職業能力開発校）

南相馬市原町区萱浜 8月 ～ 9月 3

各訓練
科１名
（計４
名）

○電気・電子・情報・機械・建築等の分野
を専攻する大学生または大学院生
○受入人数は、各訓練科（ロボット・環境
エネルギーシステム学科、機械技術科、自
動車整備科、建築科）で１名
○長期受け入れも可能（要相談）

59 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　金属・物性科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 1
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

60 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　金属・物性科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 1
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

61 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　分析・化学科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.8.31 3 1
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

62 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 10 2
2週間（10日以内）で、公共交通機関又は車
等を利用して自力で通勤できる方

63 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 10 2
2週間（10日以内）で、公共交通機関又は車
等を利用して自力で通勤できる方

64 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 5
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

65 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 5
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

66 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 5
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

67 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 5
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

68 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
材料技術部　繊維・高分子
科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.9.30 3 5
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

69 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ
電子・機械技術部　電子・
情報科

郡山市待池台 7月下旬 ～ R7.7.31 3 1
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

70 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ会津若松技
術支援センター
醸造・食品科

会津若松市一箕町 7月下旬 ～ 9月末 3 2
3日以内で、公共交通機関又は車等を利用し
て自力で通勤できる方

71 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ会津若松技
術支援センター
産業工芸科

会津若松市一箕町 R7.9.1 ～ R7.9.30 3 1
・3日以内で、公共交通機関又は車等を利用
して自力で通勤できる方
・9/5,8,18は不可

国内外の観光誘客・宣伝・統計に関する業務

地場産業の振興、県産品の流通促進に関する業務

・在職者訓練事業（テクノセミナー）に関する業
務
・離職者等委託訓練事業に関する業務

職業訓練指導における実習補助

テクノインストラクター（職業訓練指導員）に関
する業務

シミュレーションアプリの作成

金属組織の分析技術

工業材料の分析評価技術

衣料素材の作製実践(実習と評価)

アパレルCADと服地風合い実践(実習と評価)

服地風合いの基本評価

織物の基本(実習と評価)

ニットの基本(実習と評価)

染色の基本(実習と評価)

アパレルCADの基本操作

EMC試験測定業務の実習

食品製造と賞味期限設定

デジタルモデリングに関する三次元デジタイザ・
3Dプリンタ実習
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72 商工労働部 工業振興 技術
ハイテクプラザ南相馬技術
支援センター
機械加工ロボット科

南相馬市原町区萱浜 R7.7.1 ～ R7.9.30 10 2
2週間（10日以内）で公共交通機関又は車等
を利用して自力で通勤できる方

73 農林水産部 農林水産 事務又は技術 農林企画課 福島市杉妻町（県庁西庁舎）
①7月14日
②7月22日
③7月28日

～
①7月18日
②7月25日
③8月1日

5日以内 4
・月～金曜日
・同時に受入可能な人数は2名まで

74 農林水産部 森林林業 技術 森林林業総室 福島市杉妻町（県庁西庁舎） 7月下旬 ～ 8月 5日程度 2
・月曜日～金曜日
・同日程で2名可（別週に1人ずつは不可）

75 農林水産部 農業振興 技術
農業支援総室農業振興課、
県北農林事務所農業振興普
及部

福島市杉妻町（県庁西庁舎、県庁
北庁舎）

7月下旬 ～ 9月 10日 2 農学・理学（生物系）大学生

76 農林水産部 農林水産 事務
県北農林事務所
企画部

福島市杉妻町（県庁北庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3日以内 3
期間：3日間以内に限る
※同時に受入可能な人数は1名まで

77 農林水産部 農村整備 技術
県北農林事務所
農村整備部

福島市杉妻町（県庁北庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3～5 2
・農学・理学等（農業土木系）大学生
※1週間以内、2名は同一週を原則とする
・9/9～10を除く

78 農林水産部 森林林業 技術
県北農林事務所
森林林業部

福島市杉妻町（県庁北庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3日程度 2
3日程度の同日程で2名可（週別に1人ずつは
不可）

79 農林水産部 農林振興 技術
県北農林事務所
伊達農業普及所

伊達市、桑折町、国見町 7月下旬 ～ 9月 3日以内 1
期間：3日間以内に限る
※同時に受入可能な人数は1名まで

80 農林水産部 農業振興 技術
県北農林事務所
伊達農業普及所

伊達市、桑折町、国見町 7月下旬 ～ 9月 5日以内 1 期間：5日間以内に限る

81 農林水産部 農林水産 事務
県中農林事務所
企画部

郡山市麓山（郡山合同庁舎） 9月上旬 9月上旬 3日以内 1
期間：3日間以内に限る（9月上旬を想
定）。
※イベント参加の場合は土日対応要

82 農林水産部 農村整備 技術
県中農林事務所
農村整備部

郡山市麓山（郡山合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3～5 2
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

83 農林水産部 森林林業 技術
県中農林事務所
森林林業部

郡山市麓山（郡山合同庁舎） 8月 ～ 9月 3 4
・同時に受入可能な人数は２名まで。
・合計２回まで受入可（2名×2回＝4名）

84 農林水産部 農業振興 技術
県中農林事務所
田村農業普及所

田村郡三春町熊耳 8月 ～ 9月 3 1 農学・理学（生物系）大学生

85 農林水産部 農業振興 技術
県中農林事務所
須賀川農業普及所

須賀川市花岡 8月 ～ 9月中旬 3日以内 1 農学・理学（生物系）大学生

86 農林水産部 農業振興 技術
県中農林事務所
農業振興普及部

郡山市麓山（郡山合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 5 2
農学・理学（生物系）大学生
※期間中、1回の受入は1名のみ

87 農林水産部 農林水産 事務
県南農林事務所
企画部

白河市昭和町（白河合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3日以内 3 期間：3日間以内に限る

88 農林水産部 農業振興 技術
県南農林事務所
農業振興普及部

白河市昭和町（白河合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 5日以内 2

・農学・理学（生物系）大学生
・5日以内（同時に受入可能な人数は1名ま
で）
・8/14～8/16を除く

89 農林水産部 農村整備 技術
県南農林事務所
農村整備部

白河市昭和町（白河合同庁舎） 8月 ～ 9月 3～5 1
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

90 農林水産部 森林林業 技術
県南農林事務所
森林林業部

東白川郡棚倉町 7月下旬 ～ 9月 5 2

・月曜日～金曜日
・同日程で2名可
（別週に1人ずつは不可）
・3日以内のインターンと同一週は不可

91 農林水産部 森林林業 技術
県南農林事務所
森林林業部

東白川郡棚倉町 8月 ～ 9月 3日以内 2 同日程で2名可（別週に1人ずつは不可）

金属製品の製造技術に関する研究開発（金属積層
造形実習）

農林水産業に関する企画調整、情報発信、ブラン
ド力強化推進などの業務

森林整備等に関する業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花き、畜産の技術・経営
指導手法を研修）

企画業務（管内農林産物のＰＲや地域産業６次化
の推進業務、動画作成を含む情報発信等）

農業農村整備事業における調査計画に関する業
務、業務実施に関する基礎技術及び現場監督等の
習得、農業農村整備事業の現地研修

森林整備事業、緊急時モニタリング事業、治山・
林道事業等に関する業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹の技術・経営指導手法を研
修）
協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹の技術・経営指導手法を研
修）

企画業務（動画企画撮影編集、情報発信イベント
に関する業務）

農業農村整備事業の現地研修

森林整備事業、緊急時モニタリング事業、森林土
木事業に関する基礎的な業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花きの技術・経営指導手
法を研修）

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花き、畜産の技術・経営
指導手法を研修）

協同農業普及事業(普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花き、畜産の技術・経営
指導手法を研修）

企画業務（動画撮影編集、情報発信等）

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花き、畜産の技術・経営
指導手法を研修）

農業農村整備事業の現地研修

森林整備事業、緊急時モニタリング、治山・林道
事業等に関する業務

森林整備事業、緊急時モニタリング事業、治山・
林道事業等に関する業務
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92 農林水産部 農林水産 事務
会津農林事務所
企画部

会津若松市追手町（会津若松合同
庁舎）

7月下旬 ～ 9月 3日以内 2
期間：3日間以内に限る
※同時に受入可能な人数は1名まで

93 農林水産部 農業振興 技術
会津農林事務所
農業振興普及部

会津若松市追手町（会津若松合同
庁舎）

7月下旬 ～ 8月中旬 10 1 －

94 農林水産部 農村整備 技術
会津農林事務所
農村整備部

会津若松市追手町（会津若松合同
庁舎）

7月下旬 ～ 9月 3～5 1
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

95 農林水産部 森林林業 技術
会津農林事務所
森林林業部

喜多方市松山町鳥見山 7月下旬 ～ 9月 5日程度 1 －

96 農林水産部 農業振興 技術
会津農林事務所
喜多方農業普及所

喜多方市松山町鳥見山 7月下旬 ～ 9月 3日以内 1 期間：3日間以内に限る

97 農林水産部 農業振興 技術
会津農林事務所
会津坂下農業普及所

河沼郡会津坂下町見明 8月 ～ 9月中旬 5日以内 1 農学・理学（生物系）大学生

98 農林水産部 農林水産 事務
南会津農林事務所
企画部

南会津郡南会津町田島（南会津合
同庁舎）

8月 ～ 9月 5日以内 2 同時に受入可能な人数は各月1名まで

99 農林水産部 農業振興 技術
南会津農林事務所
農業振興普及部

南会津郡南会津町田島（南会津合
同庁舎）

8月 ～ 9月 5日以内 1
農学・理学（生物系）の大学生（ただし、
畜産以外）

100 農林水産部 農村整備 技術
南会津農林事務所
農村整備部

南会津郡南会津町田島（南会津合
同庁舎）

7月下旬 ～ 9月 3～5 2
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

101 農林水産部 森林林業 技術
南会津農林事務所
森林林業部

南会津郡南会津町田島（南会津合
同庁舎）

7月下旬 ～ 9月 5日以内 1 期間：5日間（1週）以内に限る

102 農林水産部 農村整備 技術
相双農林事務所
農村整備部

南相馬市原町区（南相馬合同庁
舎）

7月下旬 ～ 9月 3～5 1
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

103 農林水産部 森林林業 技術
相双農林事務所
森林林業部

南相馬市原町区（南相馬合同庁
舎）

8月 ～ 9月 3日以内 1 －

104 農林水産部 農林水産 事務
いわき農林事務所
企画部

いわき市平（いわき合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 5日以内 2
5日以内（同時に受入可能な人数は1名ま
で）

105 農林水産部 農業振興 技術
いわき農林事務所
農業振興普及部

いわき市平（いわき合同庁舎） 8月 ～ 9月 5 1
・5日以内
・農学・理学（生物系）大学生

106 農林水産部 農村整備 技術
いわき農林事務所
農村整備部

いわき市平（いわき合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3～5 1
・農学・理学等（農業土木系）大学生
・3～5日間程度（要相談）

107 農林水産部 森林林業 技術
いわき農林事務所
森林林業部

いわき市平（いわき合同庁舎） 8月 ～ 9月 5日以内 2
・月曜日～金曜日
・同一週で2名可（別週に1人ずつは不可）

108 農林水産部 水産 技術 水産事務所 いわき市平（いわき合同庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3日以内 1 －

109 農林水産部 家畜衛生 技術 中央家畜保健衛生所 石川郡玉川村岩法寺 7月下旬 ～ 9月 5日程度 4 獣医師免許取得予定の獣医学生

110 農林水産部 家畜衛生 技術 県北家畜保健衛生所 福島市東浜町 7月下旬 ～ 8月 5 2 獣医師免許取得予定の獣医学生

111 農林水産部 家畜衛生 技術 会津家畜保健衛生所 会津若松市高野町 8月 ～ 9月 5
2 獣医師免許取得予定の獣医学生

同時に受入可能な人数は1名まで

112 農林水産部 家畜衛生 技術 相双家畜保健衛生所 南相馬市原町区高見町 7月下旬 ～ 9月 3～5 2 獣医師免許取得予定の獣医学生

113 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
生産環境部作物保護科

郡山市日和田町 8月 ～ 9月 10 1 農学・理学（生物系）大学生

企画業務（管内農林産物のＰＲや地域産業６次化
の推進業務、動画作成を含む情報発信等）

協同農業普及事業（農業指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、花き指導手法の研修）

農業農村整備事業の設計と施工（監理）
（農地整備、農村整備、地すべり対策、ため池改
修、ストックマネジメント等）、農業農村整備事
業の現地研修

森林整備、緊急時モニタリング、治山・林道事業
等に関する業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、花き、畜産指導手法の研修）

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花きの技術・経営指導手
法を研修）

地域の農林業振興に関する業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花きの技術・経営指導手
法を研修）

農業農村整備事業の現地研修

森林整備（県営林、保安林）、緊急時モニタリン
グ、治山・林道事業等に関する業務

農業農村整備事業における調査計画に関する業
務、業務実施に関する基礎技術及び現場監督等の
習得、津波被災農地・農業用施設等の災害復旧・
復興に関する業務、原子力災害地域における農業
農村整備の現地研修

森林整備、治山・海岸防災林・林道事業等に関す
る業務

地域の農林業振興に関する業務

協同農業普及事業（普及指導員の現地指導に同行
し、作物、野菜、果樹、花き、畜産の技術・経営
指導手法を研修）

農業農村整備事業の現地研修

森林整備、緊急時モニタリング、治山・林道事業
等に関する業務

漁業認可及び漁船登録に関する事業、漁業復興及
び漁業担い手対策に関する事業

家畜疾病の検査・診断技術、家畜衛生行政一般

家畜疾病の検査・診断技術、家畜衛生行政一般

家畜疾病の検査・診断技術、家畜衛生行政一般

家畜疾病の検査・診断技術、家畜衛生行政一般

農作物の病害虫防除に関する試験研究（実習・講
義）
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事務・技術
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受 入 所 属 所 在 地
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114 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
作物園芸部

郡山市日和田町 7月下旬 ～ 9月 3 3
農学・理学（生物系）大学生
※原則1回の受入は1名のみ。期間中トータ
ルの受入人数3名まで

115 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
生産環境部　環境・作物栄
養科

郡山市日和田町 8月 ～ 9月 5 1 農学・理学（生物系）大学生

116 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
企画経営部

郡山市日和田町 7月下旬 ～ 9月 5 1 農学・理学（生物系）大学生

117 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
果樹研究所

福島市飯坂町平野 7月下旬 ～ 9月 5 2
農学・理学（生物系）の大学生
※同時受け入れ2名可。期間中トータルの受
入人数2名まで

118 農林水産部 畜産 技術
農業総合センター
畜産研究所

福島市荒井 7月下旬 ～ 9月 5 3
畜産関係就職希望、農学・獣医学の大学生
※実習前の1週間に畜産農場への立ち入りを
しないこと。

119 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
会津地域研究所

河沼郡会津坂下町見明 7月下旬 ～ 9月 5 2
農学・理学（生物系）大学生
※自家用車で通勤できる方

120 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
浜地域研究所

相馬市成田 8月 ～ 9月 10 1
農学・理学（生物系）大学生
※自家用車で通勤できる方

121 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
浜地域農業再生研究セン
ター

南相馬市原町区萱浜 8月 ～ 9月 10 1 農学・理学（生物系）大学生

122 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
農業短期大学校

西白河郡矢吹町一本木 7月下旬 ～ 9月 10 1 農学・理学（生物系）大学生

123 農林水産部 農業振興 技術
農業総合センター
農業短期大学校

西白河郡矢吹町一本木 7月下旬 ～ 9月 3 1 農学・理学（生物系）大学生

124 農林水産部 森林林業 技術 林業研究センター 郡山市安積町成田 8月 ～ 9月 3日程度 3 －

125 農林水産部 水産 技術 水産海洋研究センター いわき市小名浜下神白 8月 ～ 9月 2週間程度 1 －

126 農林水産部 水産 技術 水産海洋研究センター いわき市小名浜下神白 8月 ～ 9月 2週間程度 1 海技士免許を有する者又は取得見込みの方

127 農林水産部 水産 技術 水産資源研究所 相馬市光陽 8月 ～ 9月
2週間

(10日間)
1 －

128 農林水産部 水産 技術 内水面水産試験場 耶麻郡猪苗代町長田 7月下旬 ～ 9月 2週間程度 1 －

129 土木部
土木建設行
政

技術 各建設事務所

福島市杉妻町、郡山市麓山、白河
市昭和町、会津若松市追手町、喜
多方市松山町、南会津町田島、南
相馬市原町区、いわき市平

7月下旬 ～ 9月 2週間程度 25 特になし

130 土木部 建築行政 技術 営繕課 福島市杉妻町（県庁本庁舎） 7月下旬 ～ 9月 3日程度 5
建築・電気・機械のいずれかを専攻する大
学生、大学院生

131 出納局 財務会計 事務 出納局 福島市杉妻町（県庁西庁舎） R7.8.5 ～ R7.8.7 3 2 2名同時受入れ

畜産に係る試験研究、家畜飼養（肉用牛・乳用
牛）並びに飼料作物生産管理

水稲や果樹等の栽培管理技術に関する試験研究
（実習）

農作物の栽培管理技術に関する試験研究（実習）

水稲、畑作物、野菜、花きの栽培技術、品種開発
（水稲、野菜、花き）に関する試験研究

水産生物の調査研究

施設、道路、橋梁工事等関連（技術系）

公共建築物の設計・工事監理に関する業務

財務会計、物品購入等に関する事務

避難地域等の営農再開に向けた実証研究（現地実
証研究に同行し調査手法を研修）
（場内ほ場実習無し、非公開データの守秘必要）

地域のリーダーとなる農業者の育成に関する業務
（講義、実習、研修等）

地域のリーダーとなる農業者の育成に関する業務
（講義、実習、研修等）

森林、林業に関する試験研究、林業アカデミーふ
くしま、緊急時モニタリング等に関する業務

水産生物の調査研究

水産生物の調査研究

船舶での漁業の調査研究

農地土壌の土壌診断、土壌分析（実習・講義）

農作物の野生鳥獣被害対策に関する試験研究

果樹の栽培管理技術に関する試験研究（モモ、リ
ンゴ、ナシ）
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